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 風の強い日ではありましたが、前日までの雨も止みよく晴れた３月７日（土）、８日（日）の２日間にわたり、浜松ま

ちづくりセンター祭を開催しました。 

センターがオープンした平成１４年度から始まり、センター祭も今年で７回目。楽しく体験していただいて、いろ

いろな分野のまちづくりを知っていただきたいと思い、毎年開催をしています。 

今年は約５０の市民団体と個人が参加をし、日頃の成果発表や展示のほか、多数の参加・体験型のイベント

でご家族皆さんでお楽しみいただけました。 

 毎年、回を重ねるごとにご来場いただける方も増えていて、皆様の“まちづくり”への関心が高まっているので

はないかと思います。今年は、およそ１，５００名もの方々にご来場いただきました。 

  

展示による活動紹介、子どもピエロによるパフォーマンスなど様々なイベントを行いました。子どもから大人まで、みなさんの笑顔でいっぱ

いの２日間、はままつ福市長のウナギイヌも一緒にセンター祭を盛り上げてくれました。 

 ご来場いただきましたみなさん、ご参加されたグループのみなさん、 

裏方としてお手伝いしてくださったボランティアのみなさん、開催にご協

力いただきました多くのみなさんのおかげで無事開催することができまし

た。ご協力ありがとうございました。 

 

オープニングを飾ってくれた「打’Ｘ」のみなさん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バザー 
（笠井共生活動センター） 

食品や日用品など様々な商品が 

あり、お客様も満足してお買い物 

をされていました。 

リサイクル花器づくりと生け花 
（健康生活ネットワーク・ 

アートボランティアの会） 

捨てていたペットボトルを形を変え 
て花器に使うアイディアに皆さん関
心されていました。 

 

五色百人一首で遊ぼう 
（ＴＯＳＳ浜松ジャルダン） 

子どもたちでも百人一首を楽しむこ 
とが出来るように五色 1組（20 枚づ
つ）に分けられていて、小学生・中
学生の子が楽しんでいました。 
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子供達と朗読を通じての交流 
（かたつむりの会） 

メンバーの方と子どもたちの小さな輪が 

あちらこちらに出来ていて、みんなで  

楽しみながら朗読をされていました。  

 

絵本と紙芝居の読み語り 
・パネルシアター 

（読みかたりの会） 

大型な紙芝居に子供たちは目を 

丸くしながら見入っていました。 
 

Let’s dance Salsa!!! 
（VIVIENDO E BAILANDO） 

（ELEGANTES） 

華麗なダンスを見せてくれました。 
また、会場にいたお客様たちと一緒 
にステップを踏むなど楽しみました。 

スタンプラリー 
（ＣＳＮ） 

子どもたちは、センター内にあるス 

タンプを探して賞品をゲット！目印 
の風船を探すのに右往左往。 

浜松再発見 まちにし史跡めぐり 

（浜松観光ボランティアガイドの会）

遠江分器稲荷で記念写真を撮って 
五社神社など約 2 時間色々な施設 
を見てまわりました。 

 

樹を見て歩こう！ 
（ＮＰＯ法人グリーンデータバンク） 

センターをスタートして遠鉄電車の 

高架下を通り、様々な樹を見ながら 

浜松駅まで歩きました。 

 

タオルを使ってぬいぐるみ 
フエルト布で小物を作ろう！ 

（森下結城子さん） 

始まる前から待っている熱心な方も 

いらっしゃいました。 

 

「つみき」でまちづくり 

（（社）静岡県建築士会浜松支部まちづくり委員会） 

子ども達の自由な発想で出来上がった 

まち。素敵なまちができあがりました。 

2 階ギャラリーにて展示しています。  

 

口上「外郎売（ういろううり）」 
（浜松ナレーション研究会） 

センター内のいろんな場所に出没 

して、その場で口上を行いました。 

今年は 4 名での口上、素敵でした。 

 

作ってみよう!防災グッズ 

（ＮＰＯ法人はままつ子育てネットワークぴっぴ） 

身近な新聞紙やゴミ袋で出来る防 

災グッズ。大人も子どもも一生懸命 

作っていました。 

大人も子どもも紙芝居で「子
どもの権利」を楽しく学ぼう 
（子ども育ちレスキューネット・ 
静岡コンチネンス学習会・アクティ
ブ・親たちのエンパワーメントフォー
ラム実行委員会） 

大工村～大工教室及び作品 
販売＆耐震診断の広報～ 
（浜松建築業協会）  

ナベ敷きを作る無料体験コーナーや 

イスの販売など賑わっていました。 

 

ボッチャ大会 
（浜松ボッチャ倶楽部 cool） 

今年も老若男女、みんなでボッチャ 
を楽しみました。また、今回初めて
ボッチャというスポーツを知った方
もいました。 

子供のための簡単工作 
～つくって遊ぼう～ 

（ＮＰＯ法人ころころねっと浜松） 

折り紙、色画用紙、紙コップなどを 

使って楽しいおもちゃをつくりました。 

販売（五平餅、手作り物産） 
（ＮＰＯ法人夢未来くんま） 

くんまの有名な五平餅。１２時前には 

売切れてしまい、さすがの一言です。 

その他のものもほぼ完売していました。 

 

わんにゃんふれあい広場 

（静岡犬猫ネットワーク・捨て犬!捨て猫!ゼロの会）  

かわいい犬や猫に触れることで命 

の尊さや捨て犬や捨て猫について

考えさせてくれました。 

 センター祭も７回目となり、か
なり定着してきた印象です。

特に今年は年配の方の参加

が多く見られました。親子３代

で楽しみ、学べるイベントを目

指しています。 
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楽しみませんか！余暇よか活動 

（静岡県余暇プランナー協会西部ブロック）

折り紙、割りばし、ビーズを使って 

の風車づくり体験。みんな、個性的 

な風車が出来上がりました。 

 

おりがみで作ろう! 

（鈴木厚子さんアンド遠州おりがみ会）

今回は、秋からはじまるモザイカル 

チャー世界博のマスコット“モザイ” 

を作りました。 

メンキャップクラブクッキー販売 

（メンキャップクラブ） 

おいしいクッキーを販売しました。

店員さんお勧めクッキーはいち早く

売り切れていました。 

 

ガラ紡っていいねぇ～! ! 

綿くり・綿うち体験、製品販売 

（ＮＰＯ法人ガラ紡愛好会） 

普段なかなか手にすることがない綿くり 

機に大人もこどもも楽しみました。 

ペットボトルキャップとビーズを使って 
みんなでひまわりを咲かそう! 

（ひまわり２５２５プロジェクト） 

ペットボトルのキャップを使ってお花な 

どを描きました。上手にできました。 

「適量」持ちすぎない・食べ 
過ぎない・使いすぎない生活 

（浜松友の会） 

衣服を整理する方法や光熱費を節 

約できる鍋帽子の紹介をしました。 

 

ユニバーサルデザインを知ろう♪ 
（ＮＰＯ法人アクション・シニア・タンク） 

家庭で利用できるユニバーサルデ 

ザインの展示や心のユニバーサル 

についてのアンケートを実施しました。  

 

浜松の宝、伝統芸能写真 
（ＮＰＯ法人三遠南信アミ） 

各地区に伝わる伝統芸能を写真で 

紹介しました。うるぎ村ふるさとカレ 

ンダーの配布も行いました。 

姫街道松並木写真展 
=姫街道松並木周辺のいま・むかし= 

（姫まつ倶楽部） 

特に大正、昭和の姫街道を知っている 

人たちが懐かしそうにみてくれました。  

 

「てまえみそ」な物や味(手造り品、
お菓子、軽食等)の販売があります 

（地域の茶の間てまえみそ） 

ここでしか販売していないこだわり 

の商品もありました。 

 

やらまいかミュージックフェスティバル 
IN はままつ 

（やらまいかミュージックフェスティバル実行委員会） 

今年も 10 月 11 日に開催が決定。 

市民でお祭を盛り上げていこう！！ 

 

世界遺産―守りを伝えるー 
チャリティ茶席＆ミニ・バザー 

（世界遺産の会） 

バザーでは学生のボランティアも頑 
張りました。高血圧の改善に役立つ 
ヤーコン入りジャムも人気でした。 

浜松モザイカルチャー世界博2009 
開催 PR＆前売り入場券販売 

（浜松モザイカルチャー世界博 2009 協会）

9/19～開催されるモザイカルチャー世  

界博のＰＲ、チケット販売を行いました。 

パウンドケーキの店 

（ケーキ屋くんちゃん） 

ていねいに包まれたお菓子から作 

り手の想いが感じられました。 

期間限定商品もありました。 

滞日ブラジル人支援の募金活動 
（ブラジル人緊急会議） 

派遣切りなどにあってしまったブラ 

ジル人を救済するために朝から夕 

方まで声を掛け続けました。 

高齢者向け給食サービス案内 
（(有)パステル） 

高齢者で食事をつくるのが困難な

方や独居で安否確認が必要な場合

の支援などの紹介をしました。 

 

竹細工体験＆竹製品の実演販売 

（はままつ竹資源利活用ネットワーク研究会）

竹とんぼづくり体験をした子どもた 

ちが自分の竹とんぼがちゃんと飛 

ぶのか試していました。 

地域社会で男女共同参画を 
推進するために 

（ともづなの会） 

アンケート結果や大学でのワーク 
ショップの様子など、会の紹介。 
お手製のしおりも配りました。 

 
市民協働の紹介 

（浜松市市民協働推進課） 

市民協働「たねからみのり」や「はままつ 

夢基金」（浜松市市民協働推進基金）に 

ついてわかりやすく図にして紹介をしました。 

 



西上池川地区 

 

 

 

自分たちの『まち』のこと、自分たちで考え、進めていこう！ 

まちづくりセンターでは、より快適で住みやすいまちにするため、 

地域住民が自ら考え、話し合い、実現する「地域のまちづくり」を応援しています。 

今回は「西上池川地区」の取り組みについて紹介します。 

 
 
 
 

西上池川地区は、静岡大学浜松キャンパスの東側に位置する城

北二丁目を中心とした地区です。戸建住宅が整然と並ぶ閑静な住

宅地ですが、中心市街地に近くて利便性が高いことから、近年で

は企業の社宅・寮や学生向けのアパート・マンションが立地して、

これまでの低層住宅を中心とした住環境はしだいに変化しつつ

あります。そんな中、地区に隣接した区域で起こったマンション

建設計画をきっかけに、平成18年3月住みやすい環境づくりを

目的とした土地利用協議会が立ち上がりました。 
■協議会の活動 

協議会の活動は地区内の「まち歩き」により現状を再確認する

ことからはじめました。毎月まちづくりについて話し合いを積み

重ねて、目標を「緑豊かで住民が安心安全に暮らせる、人にやさ

しい住み良いまち」に定めて、目標を実現するためのまちのルー

ルづくりを検討してきました。専門的で難しい内容も多く、他地

区の先進事例を見学して具体的に体験し把握する取り組みもお

こないました。まちにふさわしい建物の用途や高さ・色彩につい

て勉強をする一方で、歩道に面して背丈よりも高く積まれたブロ

ック塀などの安全上の問題点を会員で調査しました。こうした協

議会の取り組みは、ニュースレターの発行や自治会・子供会など

を対象にした説明会の開催により、地区内の住民に情報発信をし

ています。 

■住民が思い描くまちの実現に向けて 

現在まちのルールについては、『地区計画※』として協議会の

案がまとまり住民みなさんの合意を得るための手続きに移ろう

としています。住民が考えた地区計画の素案が地域の総意となっ

て浜松市に申し出されると、まちづくりは新しい段階へ移ること

になります。協議会の設立から丸三年の年月を経て、住民の思い

描くまちの実現に向けて一歩前進します。 

 

 

人と地域を 

応援します！ 
 

落ち着きのある住環境を保全し 

人に優しい住み良いまちを！ 

※地区計画とは 

都市計画法で定められたまちづくり

手法の一つで、地域の特性にふさわ

しい環境の整備・保全を図るために

つくる「まちのルール」。市の住民協

議推進条例に基づいて設立した協議

会が、地区住民の合意のもとで原案

を市に申し出ることができる。 

まち歩きの様子 

協議会での話しあい 

歩道に面して作られたブロック塀 
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第７９回「遠州綿紬（つむぎ）は、浜松モノ作りの原点 」 １月２１日（水） 

浜松を中心に江戸時代から伝わる遠州綿紬（つむぎ）は、遠州縞（じま）とも呼ばれ、

その生地は、美しい縞模様ややわらかな質感が特長で明治の頃から和服や生活着として

親しまれてきたそうです。しかし、海外からの輸入に押され、特産品としての存在が消

えつつありました。そこで、遠州綿紬を守っていこうと 3年前、地元の繊維技術士が中

心となり「遠州縞プロジェクト」を立ち上げ、毎月会合を開き、バックや日傘など新た

な商品開発に取り組んでいるそうです。メンバーの一人大高さんは、生地の卸売問屋の

三代目で 3 年前、「ぬくもり工房」という会社を立ち上げ、商売の面でも遠州綿紬一本

で成り立たせたいと日々奮闘しています。また、遠州綿紬は、浜松で発祥した産業でも

あり、それを守り続けてきた職人さんの事ももっと知ってほしいと話されました。 

 

お話しは・・・ 

 大高 旭さん 

（遠州縞プロジェクト、 
（有）ぬくもり工房代表取締役） 

第８０回「パブリック・アクセスとまちづくり 
       －ＮＰＯコミュニティＦＭの実践からー」 ３月２日（月）  

 2  日（月） 

あなたは自転車派？ 

  くるま派？ 

 それとも公共交通派？ 

昨年の３月、８月に引き続き、第３弾となりました「自転車のまちづくり」を２月７日

（日）に開催いたしました。 

今回はＮＰＯ法人日本都市計画家協会の須藤敦司さんをお迎えし、「ヨーロッパ自

転車事情（コペン－アムステルダム－パリ）」－自転車はどこを走ってる？ ＋ 域内貸し自転車事情（パリのヴェリヴ中心に）

－と題して、自転車政策が進んでいるヨーロッパを例に挙げてお話ししていただきました。コペンハーゲン（デンマーク）は、主要

道路では車道・歩道と段差で明確に分離して整備されており、右左折、直進の複数レーンがある自転車道もあるそうです。ま

た、欧州で初めてレンタサイクルを実施したまちでもあり、市が運営をし、24 時間無料でだれでも利用することができます。（保

証金として 20DKK コインが必要。返却時に返還されます。）アムステルダム（オランダ）は、道路の多くは自転車道が整備され、

連続性のある自転車ネットワークが構築されており、独立した自転車道が多くなっています。郊外では車のセンターラインを無

くし、両サイドにラインで自転車道を表示しています。限られたスペースを共用し、日本でも真似が出来るシステムとなっていま

す。レンタサイクルは、民間運営により 9 時～17 時 45 分の利用時間で、1 日 1,000 円程度の有料ですが、ユーザーはほぼ観

光客です。パリ（フランス）は、自転車道の整備が市内各地で行われ始めています。自転車

道は物理的分離と視覚的分離の 2種類。有名なレンタサイクル・ヴェリブ（ｖélib´）は 2 万台

の自転車と 1,400 箇所のステーションにより運営されています。はじめに IC チップ付きのク

レジットカードで登録すれば誰でも利用することができ、通勤通学、買い物、観光など様々

に使われています。 

その後「ノーカーデーはままつ」の紹介をしました。ヨーロッパでは 9 月にモビリティウィー

クが実施されており、その中心イベントとして9/22に「カー

フリーデー」が行われています。この日は１日車を使わな

い地区を創り出し、車のない都市空間を体験します。これ

に習い浜松では 10/3～4 の収穫祭のイベントに合わせ、

「ノーカーデーはままつ」を実施する予定です。 

情報社会の中、私たちはテレビやラジオなどの媒体から様々な情報を得ています

が、一般市民が番組を制作することは殆どありません。しかし国によっては「パ

ブリック・アクセス」といい、公共の電波を使い市民が番組を制作し情報発信で

きる制度があり、チャンネルの一つを無料で市民に開放している国もあるそうで

す。日本の場合、制度化はされていませんが、パブリック・アクセスを試みるコ

ミュニティ放送局として、初めて市民セクターとして放送免許を取得した「京都

三条ラジオカフェ」と「長崎市民エフエム」の設立から運営状況までを詳しくご

紹介いただきました。２０１１年に地上デジタル放送へと移りますが、多チャン

ネル化が進むことでいろいろな可能性があることを知りました。 

 

お話しは・・・ 

 岡部 青洋さん 

（静岡文化芸術大学大学院生） 

講演をする須藤敦司氏 

折りたたみ自転車を紹介。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ＮＯ． 団 体 名 まちづくり活動の分野 紹   介 

１５５ 
特定非営利活動法人 

ドリーム・フィールド 
教育 

広汎性発達障がいの子どもたちや不登校生のための

フリースクールと発達障がい児のための学童保育を運

営。 
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新たに加わったまちづくり関係団体♪             （３月２０日現在） 

審
査 

結
果 

最優秀賞 

「自然を守るかいじゅう」 

清水 勇登さん 

（三ケ日西小学校） 

 

 昨年９月から募集をしていました第７回まちづくり作品コンクールの受賞作品

が決まり、３／７のまちづくりセンター祭にて表彰式を行いました。 

小学生の部・最優秀賞には、自然が好きな清水くんが描いた「自然を守るか

いじゅう」が選ばれました。この‘かいじゅう’はゴミなどを食べて、悪い空気から

いい空気にして戻してくれるそうです。 

中学生の部・優秀賞に選ばれたのはムンド・デ・アレグリア学校の「音楽

のまち“ＨＡＭＡＭＡＴＳＵ”」、音楽が街に溢れ国籍に関係なく皆が楽しく過ご

し、浜松市が発展していく様にと願いが込められています。もう 1 点は芥田

学園中学校の「Ｉ ♡ ＨＡＭＡＭＡＴＳＵ」、近くに海があり、晴れた日には富士

山が見える大好きなまち浜松を作品にしたそうです。 

高校生以上の部、大壁面は浜松市立高等高校の「ＧＯ！ＧＯ！Ｄ．Ｄ．

Ｂ！（ダイダラボッチ）」、浜松市が伝統を重んじて、豊かな自然に囲まれ、

人々に愛されるような街になることを願い作品を考えました。ステージ状床面

は浜松江之島高等学校の「音から幸せな“まち”がうまれる」、テーマのこんな街になったらいいなを賑やかに表

現をし、このオブジェのような幸せな街になればいいなと想い作りました。 

高校生以上の部 

小学生の部 

中学生の部 

ムンド・デ・アレグリア学校 

ムンド・デ・アレグリア学校 

ＮＯＺＯＭＩ 

芥田学園中学校 

浜市白薔薇団 

浜松市立高等学校 

おといろ 

浜松江之島高等学校 
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《不登校などの相談や話し合い？はままつ・しゃべり場》 

子育てや教育に関する不安や疑問など、当事者同士で何でも話しあえる場です。 

 

 

 

 

 

              

 

外郎売りのセリフや詩、絵本、小説（時代もの・ 

くもの糸他）の朗読をします！ 

【場所】 浜松まちづくりセンター２階 

【お問合せ先】浜松ナレーション研究会 ０５３－４６２－３６２４ 玉木 

 会員の朗読発表会ですが、どなたでも 
入場いただけます。（無料） 
お誘いあわせの上、おでかけください。 

 

 

 

◆場 所◆ザザシティ浜松中央館５階パレット 会議室Ｃ 

◆参 加 費◆５００円（お茶菓子あり） 

◆お問合せ先◆浜松登校拒否親の会 

           ＴＥＬ＆ＦＡＸ：０５３－４４８－６１２９（青木） 
           Ｅ－Ｍａｉｌ：yokoao9@nifty.com 

 

 一人で悩まずに、気軽
にお出かけください。 
お待ちしています。 
 

 

やらフェス 検 索 

（http://www.yaramaika-mfes.com/） 「やらフェス」は、市民が主役となって開催する音楽祭です。 

音楽が好き、人が好き、まつりが好き、浜松が好き・・・ 

そんな仲間が集まって企画・運営し開催しています。 

つきましては、広報やステージスタッフとして楽しく開催準備、当日運営にご活躍いただけ

る仲間を募集いたします。是非、私たち市民でつくる「やらフェス」にご参加ください。 

 
【お問合せ先】やらまいかミュージックフェスティバル実行委員会 info@yaramaika-mfes.com 

 

◆集合場所◆高町秋葉神社 

◆参 加 費◆３００円（保険料・資料代） 

◆お申し込み・お問合せ◆ 

 ＮＰＯ法人グリーンデータバンク 塚本まで 

 ＴＥＬ０９０－８３３９－２８９７ 

 Ｅ－Ｍａｉｌ：yamakyo@gamma.ocn.ne.jp 

※飲み物などは各自でお持ちください。 

高町秋葉神社 

集合 

まちづくりセンター解散 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜松まちづくりセンター通信「はままつ風しんぶん」 

発行：浜松まちづくりセンター（平成２１年３月） 

〠４３０－０９２９ 浜松市中区中央１－１３－３ 

（財）浜松まちづくり公社（指定管理者）  

�０５３－４５７－２６１６  ＦＡＸ０５３－４５７－２６１７ 

メール：h-m-c@msi.biglobe.ne.jp  ＨＰ：http://hamamatsu-machi.jp/center/ 
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 受講生募集 

 「まちづくりってなに？！」そんな疑問から、まちづくりの実践活動まで、地域

のまちづくりを考え、進める上で役立つ知識や手法を学び、地域や団体・住民

や行政などが協働して共に進めるこれからのまちづくりを担う人になろう！ 

募集人員     ２５名程度 

           これからまちづくりにかかわりたい人、まちづくりに関心がある人、まちづくり活動経験者 

を募集します。 

応募方法     まちづくりへの興味・関心について、又はこれまでのまちづくり活動についての小論文 

               （８００字程度） 

           住所、氏名、連絡先を明記して浜松まちづくりセンター宛 

           郵送、ｅ－ｍａｉｌ、ＦＡＸ、またはご持参にて提出してください。 

学習期間     平成２１年５月～平成２２年３月（全１１回程度） 

学習内容     基礎講座（まちづくりとは何？まちづくりの手法や制度など） 

           実践講座（ワークショップでの活発な意見交換や意見のまとめ方。まちあるきのすすめ

方。具体的な計画案作り。調査の実施など） 

           事例研修等 

           内容等は受講生の皆さんのご意向を取り入れながら進めていく予定です。 

変更になることもありますので、ご了承ください。 

参 加 費     無  料 

開 催 日     第１回 平成２１年５月１６日（土）午後１時３０分～４時 

申込〆切     ５月１０日（日）必着 

 まちづくり？ 
 

＊＊＊＊             ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊
＊
＊ 

 いよいよ今年の9月19日（土）から浜松モザイカルチャー世界博2009（浜名湖立体花博）がはじまります。しかし先日、

前売り券の売り上げが伸び悩んでいるとの新聞記事をみました。私は 2004 年の浜名湖花博でアテンダントをしていたこ

ともあり、花博仲間と「楽しみだねぇ。早く行きたいね。」とワクワクしながら待ち遠しく感じています。地元のみなさんから

盛り上がっていき、世界に観光、物産、人のあたたかさなど、いろいろな浜松を発信していけたらいいのになぁと思ってい

ます。日本で初開催のモザイカルチャー世界博、立体的な造園技術を間近でみるチャンスです。 


